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５．事業事前計画表（基本設計時） 

 

１．案件名 

イエメン国第二次小中学校建設計画 

２．要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

イ国の教育事情はアラブ諸国の中で最も低いレベルとなっている。2003 年の基礎教育*純就学

率は全体で 72%と低く、男女別で見ると、男子 84%、女子 59%と男女間の格差が著しい。就学率

の低さの一因は学校施設の不足や不備である。教室不足の問題を抱える学校では教室の過密を

理由に入学制限を行う場合があり、入学を希望しても就学できない生徒がいる。また、教室の

過密が原因で通学をやめてしまう生徒も多い。さらに、教室不足により共学学級が実施される

場合、5 学年くらいから上の学年では宗教上、男女が同じ場所にいることが好まれないため、

女子の生徒数が激減する。また、女子が使えるトイレが整備されていないことも女子就学率低

下の原因となっている。イ国は財政状況が厳しいために、学校施設整備の大部分をドナーの協

力のもとで行っており、我が国もタイズ州とイッブ州において 2002 年度および 2003 年度に無

償資金協力による「小中学校建設計画」を実施した。しかし、依然として学校施設不足は顕著

であり、イ国の高い人口増加率を考えると、学校施設の更なる整備は急務である。 

*イ国の基礎教育（9 年間）は日本の小学校と中学校に相当する。 

３．プロジェクト全体計画概要 

（１） プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲及び規模） 

サヌア州およびサヌア市において基礎教育施設環境が改善し、教育アクセスが拡大する。

裨益対象の範囲：サヌア州およびサヌア市の小中学校 10 校 

裨益対象の規模：基礎教育における生徒 約 8,600 人（2009 年） 

（２） プロジェクト全体計画の成果 

① 計画対象校において、学校施設及び付帯施設、教育家具等が整備される。 

② 計画対象校において、学校施設の効果的な運用が行われる。 

（３） プロジェクト全体計画の主要活動 

① サヌア州の計画対象校において、教室、管理諸室（教員室、校長室、教材庫）、多目

的室、倉庫、トイレ、家具、教育機材の整備を行う。 

② サヌア市の計画対象校において、教室、理科実験室、図書室、美術室、多目的室、教

員室、校長室、管理事務室、相談員室、教材室、倉庫、トイレ、家具、教育機材など

の整備を行う。 

③ 父母会を中心とした学校の維持管理および女子に配慮した学校環境作りを行うため

の学校運営能力の強化を、ソフトコンポーネントとして実施する。 

④ 学校運営のために必要な教員および職員を配置する。 

⑤ 上記の施設・機材を利用して教育活動を行う。 

（４） 投入（インプット） 



 

① 日本側（＝本案件）：無償資金協力 12.96 億円 

② 相手国側 

（ア）プロジェクト実施に必要な人員（各校の教員及びスタッフ） 

（イ）施設の運営・維持管理に係る経費 

（５） 実施体制 

責任機関：教育省 

実施機関：教育省計画・機材部門プロジェクト計画局 

４．無償資金協力案件の内容 

（１）サイト 

サヌア州およびサヌア市 

（２）概要 

① サヌア州の既存計画対象校 6 校において、教室、管理諸室（教員室、校長室、教

材庫）、多目的室、倉庫、トイレの整備を行う。 

② サヌア市の新設計画対象校 4 校において、教室、理科実験室、図書室、美術室、

多目的室、教員室、校長室、管理事務室、相談員室、教材室、倉庫、トイレの整

備を行う。 

③ 各計画対象校において上記各室における教育家具の整備を行う。 

④ 各計画対象校において基礎教育機材の整備を行う。 

⑤ サヌア市計画対象校において理科実験機材の整備を行う。 

（３）相手国負担事項 

① 建設用地の確保 

② 建設地の整地、切盛土、残土処分 

③ 給水管及び架空電線の移設、電力及び電話の引き込み工事 

④ アクセス道路整備 

⑤ 外構工事 

（４）概算事業費 

概算事業費 12.97 億円（無償資金協力 12.96 億円、イエメン国側負担 0.01 億円） 

（５）工期 

詳細設計・入札期間を含め約 37 ヶ月を予定 

（６） 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

① 基礎教育の就学率における深刻な男女格差を考慮し、女子校の整備を優先する。 

② 敬虔なイスラム教国であるイ国では、基本的に家族を除き男女が同じ空間を共有する

ことを避ける。そのため、本計画においてもトイレは当然のことながら、教員室など

も可能な限り別室となるように計画する。 

③ 身体障害者への配慮として、サヌア市の計画対象校において１階までは車椅子での利

用が可能なようにスロープと身体障害者用のトイレを設ける。 



 

５．外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標の達成に関するもの） 

計画対象校の就学人口が想定以上に著しく変動しない。 

６．過去の類似案件からの教訓の活用 

水不足の深刻なサヌア州の計画対象校において、水を必要としない自然乾燥式トイレを新たに

設計した。 

７．プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

（１）プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

 2005 年（現状） 2009 年 

計画対象校における全普通教室数 33 教室 136 教室 

教室当たりの生徒数* 111.4 人 52.8 人 

   ＊教室当たりの生徒数＝全教室数÷全生徒数。ただし、全教室数は 2シフトを採用する学校では教室数を 2 倍する。

また、中等教育が使用する教室数（１教室に 48 人収容として計算）を除いて算出する。 

（２）評価のタイミング：2009 年（完工以降） 

 
 



 

６．収集資料リスト 

 

番

号 名称 形態 ｵﾘｼﾞﾅﾙ・

ｺﾋﾟｰ 発行機関 発行年 

1 Basic Education Development Strategy 図書 ｺﾋﾟｰ 教育省 2003 

2 Poverty Reduction Strategy Paper 2003-2005 電子ﾃﾞｰﾀ ｵﾘｼﾞﾅﾙ 計画国際協力省 2003 

3 Poverty Reduction Strategy Progress Report 

For 2003&2004 

図書 ｺﾋﾟｰ 計画国際協力省 2005 

4 Educational Bases & Criteria 図書 ｺﾋﾟｰ 教育省 2004 

5 Ministerial Decree No.950 on School 

Regulation Execution 

図書 ｺﾋﾟｰ 教育省 1997 

6 Statistical Yearbook 2000-2004 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ 計画国際協力省  2001～2003

7 Education Census 1999-2004 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ 教育省 2000～2004

8 Education Survey 2004 電子ﾃﾞｰﾀ ｺﾋﾟｰ 社会開発基金 2005 

9 Government Finance Statistics 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ 財務省 2005 

10 Decree of the Governorate of Sana’a 

Concerning the By-Law Organizing the 

Process of Collecting and Expending School 

Resources 

図書 ｺﾋﾟｰ サヌア州政府 2005 

11 Regulation on school fee, local share and 

schools shops 

図書 ｺﾋﾟｰ サヌア市教育局 2005 

12 Ministerial Decree No 103 of the year 2002 

regarding the implementation of the regulation 

for Fathers –Mothers Councils 

図書 ｺﾋﾟｰ 教育省 2002 

13 Guideline on Father’s and Mother’s Council 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ 教育省 2003 

14 Mid-term review, Child Development Project 図書 ｺﾋﾟｰ ユニセフ 2003 

15 Social Fund for Development 

Annual Report 2004 

図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ 社会開発基金 2005 

16 BEEP, FTI, BDP  Progress Report, June 2005 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ 世界銀行 2005 

17 National Seismological Network 図書 

 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ 

 

国立地震観測ｾﾝﾀｰ 2000~2005、

1996 

 

 



 

７．その他の資料 

７－１ ソフトコンポーネント実施提案書 



 

ソフトコンポーネント実施提案書 

 

１．ソフトコンポーネントを計画する背景 

本プロジェクトはイエメン国（以下イ国）サヌア市、サヌア州における教育施設の整備

を通じ、同地域における学校環境の改善を目指すものである。整備された施設が学校環境

の改善に貢献するためには、施設が適切に維持管理され、活用される必要がある。特に、

男女間で基礎教育就学率の差が深刻であることを考慮すると、施設が男子だけではなく女

子のニーズにも配慮して活用されることが重要である。この点に関し、サヌア州の既存校

では以下に示す問題点があり、施設の整備だけでは学校環境の改善につながらないことが

懸念される。 

（１）学校運営体制について 

① 学校運営に関わる決定プロセスに母親、女性教員、女子生徒などの女性の意見を反

映させる機会や仕組みがない。 
イ国では学校運営に関わる決定に各学校が裁量権を持っており、各校に父会及び母

会を設けることが規定されている1。しかし、現地調査ではサヌア州における既存校

の中で母会がある学校は殆どなく、女性が学校運営について意見を述べたり、決定

権を持つ機会がない。 

 ② 一部の有力男性が学校運営に関する決定を独占している。 
父会が存在していても、一部の男性のみが学校運営に関わる決定権を有しているた

め、学校の活動に関心を持たず学校運営に参加しない父母が多い。 

③ 学校運営資金が不足している。 
学校の運営にかかる費用は学校費の一部で賄うことになっているが、学校費を支払

うことができない生徒も多く、学校環境の改善のために使用することができる資金

が不足している。 

④ 行政による支援が不足している。 
各学校の運営改善のために、行政による支援は不可欠であるが、イ国では行政能力

や資金の不足により学校が充分な支援を受けられない状態にある。 

以上の問題に対し、父会及び母会の組織化や活性化を行い、できるだけ多くの学校職員、

生徒、保護者、地域住民を巻き込んで、彼（女）らの知恵、労働力、物資の提供といっ

た協力を得ながら活動を行うような学校運営体制を確立することが求められる。さらに、

それを支援するための行政能力の向上が必要である。 

 

                                                  
1 学校運営規定（1997 年発行）や父母会規定（2002 年発行）に規定されている。 



 

（２）維持管理活動について 

① 維持管理活動への関心・意欲が低い。 
清掃や定期的な点検といった学校レベルで行う日常的な維持管理活動が、長期的な

目で見た時の学校施設の維持管理にどれだけ重要であるか、ということに対する学

校関係者の認識が不足しているため、維持管理活動への関心が低い。また、維持管

理の重要性についてはある程度理解していたとしても、少ない学校費から学校が清

掃員を雇用したり修理にかかる費用を捻出するのは容易ではない。そのため、多く

の既存校において資金不足を理由に維持管理の実施を半ばあきらめており、資金を

それほど必要としない活動までも意欲をなくして行っていない。 

② 定期的・継続的に維持管理を行う方法が定着していない。 
何か施設の不具合が見つかってから一部の男性がその修理をどうするか検討してい

る場合が多い。施設の維持管理のために施設の故障や破損を未然に防ぐ活動を実施

することが重要であるが、その重要性の認識不足と、各学校でこれらの活動の実施

方法が確立されていない。 

以上の問題に対し、維持管理の意識の向上や維持管理実施方法の改善に対する支援が必

要である。尚、世銀の BEEP（Basic Education Expantion Project）ではサヌア州にお

ける学校施設維持管理に関わる支援を行っており、故障・破損した施設の修繕方法の習

得や維持管理用道具の供与など、技術面の支援に重点が置かれている。そのため、支援

の重複を避けるために本ソフトコンポーネントにおける技術面での支援は本プロジェク

トで開発した新タイプのトイレの維持管理方法の習得にとどめ、学校での維持管理活動

に対する意識の向上や各学校で組織化された父会及び母会を中心にして、定期的・継続

的に維持管理を行う体制の整備などのソフト面に重点をおいた支援を行う。 

（３）女子生徒に配慮した学校環境改善について 

① 学校関係者の女子教育の重要性についての認識が低い。 

イ国では高学年になると全生徒数に占める女子の生徒数が激減するが、学校環境は

その一因となっている。例えば文化・社会的かつ宗教上、女子と男子が同じ場所に

いることが避けられるため、男女共学校の場合には保護者が高学年の女子を学校に

通わせなくなる。また、トイレがないことも女子就学を阻む要因となっている。こ

れに対し、施設の面から女子用教室や女子用トイレを設けるといった対策を講じる

ことが考えられるが、既存校の中にはトイレを教員専用とし、女子が使用できるト

イレがないケースや、女子が利用することを想定して整備された学校施設が男子生

徒の急激な増加などにより女子校や女子用教室が男子用として使用されたというケ

ースが見受けられた。学校環境の改善において女子への配慮が欠ける理由として、

上記に示した学校運営上の問題に加え、学校関係者の女子教育の重要性についての



 

認識が低いことが挙げられる。 

以上の問題に対し、学校関係者や地域住民に対する女子教育の重要性についての啓発

活動を行う必要がある。 

 

上記 3 つの問題点を踏まえ、本ソフトコンポーネントでは本プロジェクトの目標である

「学校環境改善」の実現に向け、父会及び母会を中心とした学校運営のもとでの維持管

理体制の強化と女子教育啓発の促進を目指して、学校に対して支援を行う。なお、教育

省は 2005 年から各学校のソーシャル・ワーカー（SW）2を軸として父会及び母会の組織

化を通して、コミュニティ参加を促進するための研修プログラムを整備し、イッブ州、

アビアン州、マリブ州、ハッジャ州を対象に研修を実施している。サヌア州の本プロジ

ェクトの対象校においても、この教育省基準の研修プログラムに従う。 
 

２．ソフトコンポーネントの目標 

本ソフトコンポーネントは、本プロジェクトで整備される施設が適切かつ継続的に維持

管理され、男子だけではなく女子のニーズも考慮して「学校環境の改善」の実現に活用さ

れることを目標とする。 
 
３．ソフトコンポーネントの成果・指標 

上記の目標を達成するため、本ソフトコンポーネントは各対象校において以下の成果の

達成を目指す。また、一連の活動を通じて関係者の維持管理や女子教育に対する意識が向

上することが期待される。 
成果 指標 

成果１：父会及び母会を中

心とした学校運営体制が確

立される。 

１）SW 養成研修を受けた学校職員が 2名配置される。 

２）校長、教員、その他の学校職員、保護者、地域住民からなる父会

及び母会が設立される。 

３）父会及び母会の年間活動計画が策定される。 

４）父会及び母会の会合が年に 6回以上開催される。 

成果２：対象校の維持管理

の実施体制が強化される。 

１）SW、父会、母会メンバーの適切な維持管理運営方法についての理

解度が向上する。（ソフトコンポーネント実施前後に理解度テス

トを実施） 

２）維持管理活動計画が策定される。 

３）計画された活動項目が 80％以上実施される。 

成果３：学校関係者の女子

教育に対する啓発活動が促

進される。 

１）女子教育啓発活動の実施件数が増加する。 

２）女子教育啓発活動への参加人数が増加する。 

３）学校関係者の女子教育への意識が向上する。（ソフトコンポーネ

ント実施前後に意識調査を実施） 

 

                                                  
2 各学校に生徒 500 人ごとに SW が 1 名配置され、学校と保護者の関係強化を行うことが 1 つの役割となっている。

SW が配置されていない学校では、教員が SW の役割も担うことになる。 



 

４．ソフトコンポーネントの活動 

（１）実施体制 

本邦コンサルタントが活動全体の監督を行う。また、類似業務経験を有するローカル

コンサルタントが、本邦コンサルタントのサポートと SW 養成研修及びモニタリングを

実施する。本プロジェクトのイ国側カウンターパートである教育省計画機材部門プロジ

ェクト計画局は、イ国側の監督機関として州教育局の監督を行うとともに、必要に応じ

て行政諸手続や教育省の他部門や諸機関との連携のための業務を行う。また、教育省女

子教育部門は教育省基準のコミュニティー参加促進の為の研修プログラムの一部を実施

するにあたり、技術的な面での支援を行い、現地コンサルタントの活動の質を監督する。 

（２）実施方式 
教育省によるコミュニティ参加促進のための研修プログラムでは、研修やモニタリン

グは、州のマスタートレーナー→郡の SW トレーナー→各学校の SW（または教員）→父

会及び母会という、カスケード方式で行うこととなっている。このため、本ソフトコン

ポーネントにおいてはプロジェクト対象校での継続的な維持管理および女子教育啓発活

動の実施に重要な役割を果たす SW と父会及び母会への直接支援を行うこととし（下図

参照）、マスタートレーナーおよび SW トレーナーに対する研修はイ国側が必要に応じて

実施する。なお、州・郡の教育局職員（プロジェクト計画担当者、維持管理担当者、地

域参加担当者、女子教育担当者）がコンサルタントと共に学校に対する研修やモニタリ

ングを行い、これを通して行政の能力の向上が期待される。 
 
 
 
 

 

 

 

 

（３）実施対象者 

  本ソフトコンポーネントはサヌア州の計画対象校６校の学校関係者を対象とする。 

 

（４）実施にあたっての留意事項 

１）他プロジェクトとの連携 

維持管理や女子教育について、下記のプロジェクトとの連携を考慮する。 

                                       
                             

                       
 
                        
 
                     
 
             
 
 

 
 

州教育局（GEO） 

郡教育局（DEO） 

 
学校 

ﾏｽﾀｰ・ﾄﾚｰﾅｰ 

SW ﾄﾚｰﾅｰ 

SW 

父会及び母会 

ｺﾐｭﾆﾃｨｰ参加局から 2 名選出。 

ｺﾐｭﾆﾃｨｰ参加担当の部署から各

郡 1～2 名選出。 

SW は生徒 500 人に対し 1 名配

置されることになっているが、

学校に SW がいない場合には教

員が SW の役割を果たす。 

教育省が定める父母会規定にそ

って、学校や保護者の代表が父

母会のメンバーとなる。 

教育省の研修プログラム 本ソフトコンポーネント 

 

 
学校 

SW 

父会及び母会 

コンサルタント 

GEO 行政官 DEO 行政官 



 

① JICA：技術協力プロジェクト「タイズ州地域女子教育向上計画（BRIDGE）」 
2005 年 6 月からタイズ州において技術協力プロジェクト「タイズ州地域女子教育向上

計画（BRIDGE）」が実施されており、地域住民・学校が主体となった女子教育促進活動

が行われている。本ソフトコンポーネントでは、BRIDGE の活動を通して得た教訓や成

果（マニュアルや啓発活動メディアなど）の活用や、BRIDGE に関わっているタイズ州

地方行政官に研修の講師を依頼するなどの連携を積極的に行う。また、本プロジェクト

で得られた女子に配慮した学習環境作りに関する教訓や成果を BRIDGE と共有する。 

 ② GTZ：基礎教育改善計画（Basic Education Improvement Project: BEIP） 
  BEIP ではイッブ州、アビヤン州、ハッジャ州、マリブ州において施設の整備に加えて

州、郡、学校レベルのソーシャルワーカーや地域参加担当官による父会及び母会の組織

化や活性化を行い、地域住民の学校への参加や女子教育促進をしている。技プロ BRIDGE
と同様に、BEIP の教訓や成果の共有を考慮する。 

③ 世銀：基礎教育拡大計画（Basic Education Expansion Project: BEEP） 
  前述の通り、サヌア州では世銀 BEEP が維持管理の技術面を中心とした研修を実施し

ており、施設の維持管理の技術的方法を記載したマニュアルが完成間近とのことであっ

た。本ソフトコンポーネントにおいては、対象校への維持管理方法の研修の際に上記マ

ニュアルの活用を視野にいれる。 
  また、BEEP はサヌア州を含むプロジェクト対象地域において地域参加ユニットを

2002 年に組織化し、一部の学校で父会及び母会の組織化を行うために州、郡レベルの人

材の研修を行った。地域参加ユニットは 2004 年に教育省内の組織として吸収された。現

在、サヌア州では州教育局に男女各 2 名、郡では男女各 1 名の地域参加担当官がおり、

その半数は上記研修を受けている。本ソフトコンポーネントではこれらの人材を有効に

活用して、対象校における父会及び母会の組織化や活性化を図る。 
 

２）女性の参加 

  イ国では文化的・社会的な制約から女性が学校の活動に参加することが困難である。

本ソフトコンポーネントでは、他プロジェクトでの女性参加促進のための工夫を取り入

れると共に、女性が参加しやすくするための方策を各学校の状況に応じて検討し、活動

の実施にあたり十分な配慮を行う。特に、イ国においては地域の男性リーダーが女性の

参加を容認することが重要であるため、活動の開始にあたり、宗教的なリーダーや村の

男性有力者に対して本ソフトコンポーネントの説明を行い、女性の参加への理解を得る。 

（５）活動内容 

１）現状把握及び問題分析 

行政及び各対象校レベルでワークショップを開催し、父母会、施設維持管理、女子

教育啓発活動につき、実施状況や運営実施体制及び行政による支援の現状把握と問



 

題分析を行う。 
 行政ワークショップ①の内容【案】 
・オリエンテーション（ソフトコンポーネント活動目的、行政の責務） 
・父会及び母会の活動状況と問題分析 
・維持管理活動の実施状況と問題分析 
・女子教育啓発活動の実施状況と問題分析 
・行政による学校運営支援の状況と問題分析 
 
 学校ワークショップ①の内容【案】 
・オリエンテーション（ソフトコンポーネント活動目的、女性参加への理解の

確保） 
・父会及び母会の活動状況と問題分析 
・維持管理活動の実施状況と問題分析 
・女子教育啓発活動の実施状況と問題分析 
・女子教育についての意識調査 

２）対象校における学校運営関係者の知識習得 

 各対象校で SW の選出及び父母会の組織化を行った上で教育省の研修プログラムに

則った 12 日間の SW 養成研修と父会及び母会のメンバーに対して 2 日間の研修を実

施し、対象校における学校運営関係者が父会及び母会の活動、維持管理活動、女子

教育啓発活動の実施に必要な知識を習得する。 
  SW 養成研修の概要【案】（問題分析結果により、内容を確定する。） 

・ 教育現場におけるコミュニティー参加の重要性 
・ SW の役割・活動内容 
・ 父会及び母会（組織内容、組織化方法、活動促進方法、父会及び母会の女子

教育促進および維持管理などにおける役割） 
・ 維持管理の重要性、計画・運営方法 
・ 女子教育の重要性、啓発活動の計画・運営方法、啓発活動教材の紹介（技プ

ロで開発した教材など） 
・ コミュニケーション技術 
・ 問題解決技術 
 

  父会及び母会に対する研修内容【案】（問題分析結果により、内容を確定する。） 
・ 父会及び母会の役割や重要性、組織化方法、運営方法 
・ 維持管理方法の理解度テスト 
・ 維持管理の重要性、計画・運営方法 
・ 女子教育の重要性、啓発活動の計画・運営方法、啓発活動教材の紹介（技プ

ロで開発した教材など） 



 

３）対象校における活動の実践 

研修で得た知識をもとに、各対象校において父会及び母会が中心となって維持管理

活動と女子教育啓発活動を実施する。 
① 父会及び母会、維持管理活動、女子教育啓発活動の年間計画作成 
② 計画に従った活動の実施 
③ 活動実施状況のモニタリング 
④ 学期終了時の活動評価 

 

４）行政とコンサルタントによる対象校のモニタリング 

各対象校の活動状況をコンサルタントが GEO や DEO と共にモニタリングし、適宜

支援を行う。各対象校が毎月提出する活動報告書を通じたモニタリングに加え、現地

コンサルタントが GEO や DEO と共に年に 3 回各対象校を訪問し、SW、父会及び母

会メンバーとフォローアップ会合を持ち、各対象校の計画立案や実施において直面し

ている問題点を把握し、支援を行う。 
フォローアップ会合の内容【案】 

・1 回目（父会及び母会研修後 1 ヶ月目） 
活動計画の内容の確認・改善 
モニタリング実施の支援 

・2 回目（前期終了時） 
活動報告書に対するコンサルタントからのフィードバック 
評価実施の支援 

・3 回目（後期半ば） 
活動全般における問題点の把握と改善点の指導 

 
５）活動の評価 

行政レベル及び学校レベルにおいてワークショップを開催し、活動全体の評価を実

施し、学校レベルでは評価の結果を踏まえて次年度の計画を策定する。 
学校ワークショップ②の内容【案】 

・ 維持管理活動の評価 
・ 女子教育啓発活動の評価 
・ 父会及び母会の活動状況の評価 
・ 次年度計画の作成 
・ 維持管理方法理解度テスト 
・ 女子教育意識調査 

 
 
 



 

行政ワークショップ②の内容【案】 
・ 維持管理活動の評価 
・ 女子教育啓発活動の評価 
・ 父会及び母会の活動状況の評価 
・ 行政によるモニタリングの評価 
 

 
活動の詳細計画については、次頁の活動計画詳細表を参照。 
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本邦コンサルタント活動所要日数（1 期・2 期共通） 

現地 国内  
活動内容 

日数 備考 日数 備考 
小計

往路 2 日   
関係機関への表敬 １日   
行政ワークショップ① 2 日 準備 1 日、ﾜｰｸｼｮ

ｯﾌﾟ 1 日 
 

学校ワークショップ① 4 日 準備 1 日、各学校

1 日×3 校 
 

SW 養成研修 2 日   
現地 NGO との打合せ 1 日   
関係機関への報告 1 日   
復路 2 日   

第1回現地 

小計 15 日   

15 日

往路 2 日   
関係機関への表敬 1 日   
父会及び母会に対する研修 8 日 準備 2 日、各学校

2 日×3 校 
 

現地 NGO との打合せ 1 日   
関係機関への報告 1 日   
復路 2 日   

第2回現地 

小計 15 日   

15 日

活動のモニタリング  9 日 3 日/回（ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ

内容の計画 2 日、

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 1 日）、3
回実施 

国内作業 

小計  9 日 

9 日

往路 2 日   
関係機関への表敬 1 日   
学校ワークショップ② 4 日 準備 1 日、各学校

1 日×3 校 
 

行政ワークショップ② 2 日 準備 1 日、ﾜｰｸｼｮ

ｯﾌﾟ 1 日 
 

現地ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄとの打合せ 1 日   
関係機関への報告 1 日   
復路 2 日   

第3回現地 

小計 13 日   

13 日

日数 43 日  9 日 52 日
合計 

人月数 1.43  0.3  1.73

 

５．ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

 本ソフトコンポーネントと類似分野においてドナーによるプロジェクトに携わったこと

がある人材を現地コンサルタントとして活用する。 
 

６．ソフトコンポーネントの実施工程 

 実施工程を以下に示す。
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７．ソフトコンポーネントの成果品 

 本ソフトコンポーネントの実施により得られる成果品は次の通りである。 

① 各対象校の年間活動計画 

② 各対象校の活動報告書 

③ ソフトコンポーネント実施状況報告書 

④ ソフトコンポーネント完了報告書 

 

８．ソフトコンポーネントの概算事業費 

 全体概算額：13,280 千円 

 

９．相手国実施機関の責務 

（１）教育省 

① 本ソフトコンポーネントの業務に必要な諸行政手続きの実施 
② 教育省内関係部門や他機関との連携のための業務の実施 
③ サヌア州に対する本プログラムの実施における指示及びアレンジ 
④ 本プログラムの実施におけるサヌア州教育局の監理、支援 
⑤ 行政ワークショップへの参加 
⑥ 教育省によるコミュニティ参加のための研修プログラムの実施にあたっての技術面

でのサポート 
 

（２）サヌア州教育局及び郡教育局 

 ① 行政ワークショップ開催のアレンジ（会場の提供、関係者への連絡など）及び参加 
 ② 各対象校における研修やフォローアップ会合のアレンジ（対象校との連絡、同行者

のアレンジなど） 
 ③ 各対象校における研修及びフォローアップ会合への同行と補助 
 ④ 各対象校の活動報告書の回収と教育省及びコンサルタントへの提出 
 
（３）サヌア市教育局及び区教育局 

 ① 行政ワークショップ開催のアレンジ（関係者への連絡など）参加 
 
（４）サヌア州対象校関係者 

 ① 学校における研修やフォローアップ会合のアレンジ（会場準備、関係者の連絡など） 
② 学校における研修やフォローアップ会合への参加 
③ 父会及び母会の組織化 
④ 年間活動計画の作成（父会及び母会、維持管理、女子教育啓発） 
⑤ 計画に基づいた活動の実施 
⑥ 活動報告書の提出 



 

７－２ ステークホルダーミーティングの結果 

（１）G19 W’alan School 
 
学校名 W’alan School 場所 サヌア州、Blaad Al-Roos 地区 訪問日 2005 年 9 月 29 日 
種類 共学 シフト 午前 6-12 学年、午後 1-5 学年 
生徒数 男子：698 女子：325 教員数 男性：不明  女性：3 

 
農村地域ではあるが、幹線道路沿いにありアクセスに恵まれている学校。 
 
① 校長・教員・親からのヒアリング（男女別に聞き取り） 

出席者：校長 1名、教員（男性 2名、女性 3名）、親（父親 12名、母親 1名）、地方議会 1名、地区教育担当

官 1 名 

男子 
＊ 家の仕事の手伝い。主に農作業。 
＊ 8 学年（13 歳以降）は軍隊の兵士になれる為、現金収入を得るために学校を中退して兵

士になる男子が多い。 
就
学
阻
害
要
因 女子 

＊ 全学年が共学である為、7 学年（12 歳）以降は親が娘を学校に通わせたくない。 
＊ 教室が足りず、男女別のクラス編成にできない。 
＊ 家の手伝い。主に水汲み、農作業、裁縫、料理、家畜の世話。 
＊ 早婚。12 歳になると結婚し始め、学校に来なくなる。親は、娘を共学の学校に通わせる

ぐらいなら結婚してしまった方が良いと考える。 
＊ 学校が遠い。しかし、通学距離よりも共学であることの方がより大きな問題。男女別学

であれば父母や兄弟が通学に付き添って女子を学校に通わせる。 
＊ トイレが使用できない。 

男子 

＊ 親の経済的負担を減らすために制服を支給する。制服は 700YR～1000YR。 
＊ スポーツを教える先生の配置。スポーツができる環境の整備。 
＊ コンピューター室の整備。 
＊ 学校と家での仕事が両立できるということを親に理解をしてもらう。 
＊ 男子の農作業時間の軽減。 

就
学
率
向
上
対
策 女子 

＊ 男女別クラスにする。 
＊ 学校に来た女子生徒に油、とうもろこし、米、文房具を支給する。 
＊ 裁縫など、女子にとって役立つ技術を教える。 
＊ 学校と家での仕事が両立できるということを親に理解してもらう。 
＊ 母親が娘の家事を負担して、学校へ行ける時間を作る。 

通学費用 ＊ 学校費：1-9 学年は 150YR、10-12 学年は 220YR。校長が管理。施設維持管理、行事な

どに使用する。 
＊ その他諸経費：男子は 2,000YR／年、女子は 3,000YR／年。女子はベールを購入しなく

てはいけない為、男子よりも経費がかかる。 
教員 ＊ 女性教員 3 名のうち、地元出身は 1 名、サヌア市から通っている教員が 2 名。毎日サヌ

ア市からミニバスを貸し切って通勤している。 
＊ 女性教員は仕事を続ける上での問題は感じていない。 
＊ 教員が不足しており、専門以外の教科を担当しなければならない。 
＊ 男性教員が女子を教えることについては親の抵抗なし。なぜなら、教員は教育を受けて

いるから。 
父母会 ＊ 父会のみ。共学クラスは父会のみを設ける。もし女子クラスができれば、母会も設ける。

＊ 母親はぜひ学校のことについて話し合う機会を持ちたいと希望している。母親同士で話

し合いをすることによって、教育状況を良くするために母親に何ができるのか、様々な

アイデアが生まれる。現在は父会に参加した夫から話を聞くのみ。 
＊ 男性の中には、女性は非識字者が多いので母会を設けないとの意見もあった。（母親の

30％が非識字者） 
＊ 父会は毎月ミーティングを開いている。全ての父親が参加しているわけではなく、社交

的な父親のみが参加する。学校の諸問題や施設の維持管理について話し合う。 
 
 



 

施設維持管理 ＊ 施設の清掃は、雇っている清掃員（午前 1 名、午後 1 名）が行う。教員、生徒は清掃を

行わない。 
＊ 軽微な維持管理（壁の整備など）であれば、父会の協力を得て学校で行う。資金の提供

は行えないが、資材や労働力の提供を行う。 
＊ 稀に家具や窓を壊す生徒がいるが、生徒は概ね施設を適切に使っている。 

トイレの現状 ＊ 水を買う資金がないため、トイレに水がない。近くに水を供給している場所があるため、

そこまで配水管を通せば水の問題は解消される。 
＊ 男子はトイレ以外の場所でも用を足せるが、女子はトイレが使えないことが学校に来な

い原因となっている。 
施設の要望 ＊ 図書室が欲しい。現在は週末にサヌア市の図書館で教員が本を読み、その内容を生徒に

伝えることしかできない。 
＊ 教室を増やして欲しい。 
＊ 裁縫などができる作業室が欲しい。 
＊ スポーツができるようにしてほしい。（場所・道具の整備） 
＊ トイレは男女別に。男子・女子の入り口が建物の反対に位置しているほうが良い。 

その他の要望 ＊ 生徒が見聞を広める為に小旅行がしたい。生徒から 1 人 450YR 集めないと交通手段が確

保できないが、親は経済的に苦しいために 450YR を払えない。 
＊ 男女別クラスにしてほしい。 

その他 ＊ 地域の女性が集まることができるのは冠婚葬祭のみ。識字教室などのグループはない。 
＊ 近くのモスクにおいて子どもを対象にアラビア語の読み書きを教えている。 

 
② 生徒からのヒアリング（男女別に聞き取り） 

出席者：男子生徒（5学年～10 学年、30 名）、女子生徒（6学年、37 名） 

通学状況 ＊ 男子、女子共に兄弟・姉妹、近所の子どもでグループを作って集団登校。 

＊ 女子生徒の半数は一緒に通う生徒がいなければ学校に来ないとのこと。 

＊ 通学時間は数分～1時間半。 

学校への 

要望 

＊ 実験室が欲しい。現在は教室で簡単な理科実験を行っている。 

＊ 裁縫をもっと勉強したい。（女子生徒） 

＊ 男女別クラスにして欲しい。男女別であれば親も学校へ行くことを許してくれる。また、

教室でベールをかぶらずにすむので、勉強しやすくなる。(女子生徒) 

家庭での 

仕事 

＊ 男子は農作業や店の手伝い。 

＊ 女子は全員が水汲み、家事を行っている。農業を行っている家では農作業を行う生徒も

おり、また現金収入の為に裁縫を行う生徒も数名いる。 

就学の 

決定者 

＊ 家庭により様々。父親が決める場合もあれば、母親、または両親が決めるという回答が

同じ割合であった。 

勉強を継続

する上での

問題 

＊ 6 学年の女子生徒の 8 割は、親から来年以降は学校に行かせることはできないと言われ

ている。理由は男女共学であるため。 

＊ 1 人の女子生徒は 7 学年以降も勉強を続けるのであればベールをつけることを条件とさ

れている。しかし、自分はベールをつけたくないので、来年からは学校に来ないつもり

である。 

＊ 男子生徒は経済的負担が問題である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

父親からのヒアリング                 6 学年の女子生徒 



 

（２）G14  S’awan School 
 
学校名 S’awan School 場所 サヌア州、Bani Hushaish 区 訪問日 2005 年 10 月 1 日 
種類 共学 シフト 午前 1 学年, 6-9 学年  

午後 2 学年-3 学年, 2 学年(男女別), 4 学年(男女別), 5 学年(男女別) 
後から回収した質問票では、 
午前：1,5,6,8-12 学年(共学)、7 学年（男子） 
午後：2-4 学年(男子)、2-5,7 学年(女子) 

生徒数 男子：448  女子：298 教員数 男性：25 女性：8 
後から回収した質問票では 
男性：20  女性：9 

 
農村地域ではあるが、幹線道路沿いにありアクセスに恵まれている。学校の周辺には葡萄畑が広がり、主な経済活動は農

業。14 村の子どもが通っている。 
 
①  男性（校長・教員・親）からのヒアリング 

出席者：校長 1 名、教員（男性 2 名）、事務員（男性 1 名）、親（父親 1 名）、地方議会 1 名、地区教育担当官 1 名、教員

再訓練担当官 1名 

男子 
＊ 教室の過密 
＊ 学校が遠い。 
＊ 学費が払えない。 

就
学
阻
害 

要
因 

女子 ＊ 男女共学である為。父親は 4 学年以降を男女別にして欲しいと希望している。共学クラスで勉強を

続ける女子は地域の人から良い目で見られない為、親は娘を共学クラスに送りたくない。 

男子 ＊ 教室の増設 
＊ ユニフォームや文房具の提供 就

学
率 

向
上
対
策 女子 

＊ 教室の増設 
＊ 男女別学にする。 

通学費用 ＊ 学校費：1-9 学年は 150YR、10-12 学年は 200YR。 
＊ その他諸経費：男子は 1,000－1,500YR／年、女子は 4,000－5,000YR／年。女子はベールを購入

しなくてはいけない為、男子よりも経費がかかる。 
教員 ＊ 女性教員 8 名のうち、3 名が地元出身、5 名がサヌア市の出身。サヌア市から毎日車やバスで通勤

してくる。 
＊ 男性教員は午前中の 21 名のうち 16 名が地元出身。5 名がサヌア市出身。同様にサヌア市から毎日

通勤。 
＊ 教員は十分足りている。 
＊ 男性教員が女子を教えることについて、特に抵抗なし。 
＊ 学校訪問当日は教員研修を実施していた。周辺の 8～10 校で中等教育を修了して教壇に立っている

教員の再訓練を実施。ユニセフが関わっている。場所がないため、2 クラスを休講にして教員の再

訓練を行っている。 
＊ 教員、教科教員、中等教育教員用の研修が 1 年に 1 週間ずつある。しかし、それぞれ違う学校が研

修会場となる。 
＊ 教員室はない。休み時間には男性・女性教員共に校長室に集まる。 
＊ 女性教員は午前中に家事を行い、午後に働くことを希望する傾向がある。一方、男性教員は午前に

働くことを希望。 
父母会 ＊ 父会のみ。メンバーは選挙で選ばれた 22 人。定期的な会合は行っておらず、必要に応じて集まる。

去年は 3 回集まった。教科書をサヌア市から学校までの運搬や、新しい教室について話し合った。

＊ 男子生徒が多いため父会のみを設けている。しかし、今年から男女別クラスができた為、母会の設

置も考えている。母会を組織化するには子どもに手紙を渡して家庭にその旨を伝え、母親に集まっ

てもらい、選挙を実施して母会のメンバーを決める。 
施設維持管理 ＊ 生徒が清掃を行う。午前シフト、午後シフトの生徒がそれぞれ授業終了時に清掃を行う。清掃員は

いない。 
＊ バンダリズムはない。各クラスに学級会があり、生徒達に教室を綺麗に使うように呼びかけている。

＊ 地域住民は必要に応じて維持管理の為にお金の寄付や労働力の提供を行う。最も古い教室は住民の

協力により建設されたものである。また、学校費の一部を維持管理に使用する。 
トイレの現状 ＊ 現在トイレは 2 つのみ。世界銀行により整備されたもの。鍵がかけられており、１つは女性教員用

となっており、使用する場合には学校の警備員が鍵を開ける。もう１つのトイレを誰用にするのか

は、まだ検討中。 
施設の要望 ＊ より大きな実験室が欲しい。現在は実験室が狭いため、クラスを半分ずつに分けて実験をしている。

＊ 男女別のトイレの整備 



 

＊ 図書室が欲しい。 
その他 ＊ 実験室がある。機材は多種取り揃えられており、実験担当教員が 1 名いる。教員は 1 人 1 シフト分

の給料しかもらえないが、教員が十分にいない為、彼は 2 シフト働いている。 
＊ 400 人の女性に対し、去年から午後に識字教室を行っている。 

 
② 生徒からのヒアリング 

出席者：男子生徒（6学年、30 名）、女子生徒（6学年、18 名） 

通学状況 ＊ 通学時間は、男子は 1時間～2時間、女子は 1時間～1時間半。 

＊ 通学路は特に問題なし。長距離歩くので疲れるだけ。 

＊ 女子は兄弟か親戚が付き添って学校に来るので、通学距離が長くても心配ない。 

学校への要望 ＊ 裁縫を勉強したい。（女子） 

＊ スポーツができるようにしてほしい。（場所・道具の整備）（男子） 

家庭での仕事 ＊ 男子は農業。作物への水遣り。家で勉強する時間はある。 

＊ 女子は水汲み、洗濯、料理など。家で勉強する時間はない。朝 7 時に起床。水汲み場は近くにあ

り、起床してからすぐに水を汲みに行き、7時半に家を出る。 

就学の決定者 ＊ 両親 

勉強を継続す

る上での問題 

＊ 男子は全員が来年以降も学校にくる予定とのこと。 

＊ 女子は 18 名中、8名が来年は学校に来るのが難しいと考えている。理由は、母親に来年から家事

を手伝うように言われている、共学であるから。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

4 学年の生徒。男子と女子は別れて座る            理科実験室と実験担当の教員 
 



 

（３）G9 Hadhran School 
 
学校名 Hadhran School 場所 サヌア州、Bani Martar 区 訪問日 2005 年 10 月 1 日 
種類 共学 シフト 午前 1,6-12 学年、午後 2-5 学年 
生徒数 男子：587  女子：319 教員数 男性：20 女性：1 (後から回収した質問票では男性 21 名) 

 
農村地域。幹線道路から舗装されていない道を通って山を一つ越えたところにある村。11 の村から子どもが通っている。

まわりにはカート畑が一面に広がり、またコーヒーの生産も行っている。 
 
① 男性（校長・教員・親）からのヒアリング 

出席者：校長 1名、教員（男性 2名）、親（父親 1名）、地方議会 1名、地区教育担当官 1名 

男子 ＊ 教室の過密。 
＊ 学校が遠い。通学可能距離は 1km～3km。 就

学
阻
害 

要
因 

女子 
＊ 男女共学 
＊ 教室の過密 
＊ 学校が遠い。通学可能距離は 1km～2km。 

男子 
＊ 教室の増築 
＊ 教員の増員 
＊ スポーツができるような環境の整備 

就
学
率 

向
上
対
策 

女子 

＊ 男女別学にする。 
＊ 分校の設置。しかし、教員が不足している状況から考えると実現は難しい。 
＊ 遠くから通う生徒のための通学手段があればよいが、現実的には難しいであろう。 
＊ 男女別トイレの設置 

通学費用 ＊ 学校費：1-9 学年は 150YR、10-12 学年は 220YR。修業証の発行のために、さらに 100YR を徴収。

教員 ＊ 男性教員は 20 名中 4 名が地元以外の出身。全員この村に住んでいる。 
＊ 女性教員は 1 名であるが、校長先生の妻。タイズ州の出身で、タイズ州で教育を受けた。 
＊ 地元出身の教員確保は難しい。去年やっと女子 1 名が 12 学年を卒業した。基礎教育の教員として採用

する為に、教員ポストの追加を申請したものの認められなかった。彼女は現在識字教室のボランティ

ア教員をしている。 
＊ 教員は不足している。特に基礎教育の先生と、後期中等教育の英語・社会の教員が不足している。 
＊ 女性教員を増やすには、女性教員用の住居、または通勤手段の確保が必要。さらに、地元の女子の教

育をすることが大切。 
＊ 男性教員が女子を教えることについて特に親の抵抗はない。 
＊ 教員研修は授業実施日に開催されている。授業を休講にすることになってしまうので、校長は研修へ

の参加を認めていない。去年は休みの時期におこなわれたので、他校にて研修を受けることができた。

研修センターとなっている学校が地区に 10 校程度あり、研修を行う際にはそれらの学校に集まって研

修を受ける。 
＊ 教員室はある。休み時間に教員が利用する。 
＊ 1 人の教員は 1 シフトで教えるのみ。教育省は 2 シフト分の給料が払えない。 
＊ 教員は農業、店などの副業を持っている。 

父母会 ＊ 父会がある。しかし、有志 3 人のみ。地方議会員 1 名、先生（父親でもある）、社交的な父親の 3 人。

選挙で選ばれたわけではない。 
＊ 父親は特に学校に集まらなくても、カートを噛みながら学校の話をしている。教員、学校の維持管理、

識字教室などの話題が出る。 
＊ 母会はない。母親も誰かの家で女性だけで集まることが多く、学校の話もしている。女性向けの識字

教室の企画も、女性達が集まって話をしている中で生まれた。 
施設維持管理 ＊ 清掃は生徒が行う。 

＊ 父親が中心となって机の修繕、ガラスの補修などの軽微な修繕を行う。 
＊ 維持管理の費用は学校費、父会からの寄付、その他の父親からの寄付を募る。 

トイレの現状 ＊ 現在は教員用のトイレが１つあるのみ。生徒が使用することも可能。 
＊ 女子は手を挙げればいつでも席を外してトイレにいくことができる。席を外す時にはどこに行くのか

聞かれないので、男性教員であっても特に問題はない。 
＊ 生徒は教員用のトイレを使用するか、近所のトイレを使用する。 

施設の要望 ＊ 男女別トイレの設置 
＊ 裁縫や料理ができる施設の設置。 
＊ 教室の増築 

その他の要望 ＊ 識字教室用の教員ポストが欲しい。今はボランティアで教えているが、来年からはボランティア教員

も確保できなくなる見通しである。 
 



 

② 識字教室に通う女性からのヒアリング 

出席者：女子生徒（10 代後半～30 代前半、識字教室 1 年生 14 名、2 年生 18 名）、女性教員（2名） 

就学状況 ＊ 32 名のうち、小中学校に通ったことがある女性は 4名（2学年までが 2名、3学年 までが 1名、

4学年までが 1 名）。学校を中退した理由は、共学であった為。学校に通わなかった女性全員も、

共学である為に親が学校に行かせてくれなかった。 

＊ 地域の主な産業はカート栽培。カートの世話は短時間で済むので、午後に空き時間がある。空い

た時間にぜひ勉強をしたいと思い、地元の女性にボランティアで教員をしてもらい、識字教室を

開いている。教員はこの学校の後期中等教育を卒業。（唯一の女性卒業生） 

＊ 識字教室は 15:00～17:00。午後は男子生徒がいる為、男子生徒と学校で会わないように、男子生

徒が教室に入ってから識字教室の女性は登校する。また、男子生徒が帰ってから女性が教室から

出る。 

学校への要望 ＊ 6 学年以降は必ず男女別クラスにしてほしい。特に午後は女子だけのクラスにしてほしい。 

＊ 男女別トイレの整備。女子が授業中にトイレに行きたい場合、家に忘れ物をしたふりをし、近所

の家や自宅でトイレを済ませてくる。 

識字の勉強を

継続する上で

の問題 

＊ 教科書がない。 

＊ 学校にトイレがない。 

＊ 教員はボランティア。教育省が給料を払ってくれない。 

＊ ボランティアの教員は来年から進学する予定であり、識字教室で教えることができなくなる。ぜ

ひ識字教室用の教員を配置してほしい。 

その他 ＊ 識字教室以外にも裁縫教室を開いたことがある。道具がない為に実践をすることができなかった

が、250 人の女性が集まった。この地域の女性は非常に学ぶ意欲が高い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                 男性からのヒアリング                 女性向け識字教室 
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